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１ はじめに

鉄粉コーティング湛水直播栽培技術１）において、農

業用鉄粉に安価な酸化鉄を 70%まで混合することが可

能で、コーティング後の発熱低減に効果がある２）。本報

告では、現場で扱い易いように農業用鉄粉と酸化鉄を等

量混合した鉄粉を用いた場合のコーティング後の発熱、

および圃場での苗立ちへの影響と、コーティング後に密

封して発熱を抑える手法３）における酸化鉄の利用を検討

した。

２ 試 験 方 法

(1)コーティング後の発熱パターンの変化

以下の試験には飼料用イネ品種「べこあおば」の乾籾

および 5 日間浸種した湿籾を用いた。鉄 100%、および

酸化鉄 50%を乾籾あたり 0.5 倍重コーティング（以下、

鉄 100%、 酸 化 鉄 50%） し 、 プ ラ ス チ ッ ク 容 器

(12cm*12cm*8cm）に、かさ高さ 1 および 4cm で充填し、

開放条件で内部の温度を測定した。1 日に 1 回、種子が

うすく濡れる程度（籾重の約 20 ％）の水を噴霧して酸

化を促した。試験は約 23 ℃の恒温室において 2 反復で

実施した。また、湿籾を用いて調製した鉄コーティング

種子を薄く広げて乾燥させ、1 日後に加水してからタッ

パに集積して（かさ高さ 8cm、現物重 1.6kg）内部の温

度推移を測定した。同様に、乾燥 1 日後に加水し、更に 1

日乾燥させた籾をビニール袋に集積（開放条件、現物重

2.4kg）して温度推移を測定した。

(2) 密封処理における発熱パターンの変化

湿籾を用いて、鉄 100%、酸化鉄 50%のコーティング

種子を調整後、ビニール袋で一日密封してから開封し、

その間の温度推移を測定した。供試量は 1.95kg（乾籾 1kg

相当）で、袋中央部に温度センサを設置し、2 反復で測

定した。

(3)酸化鉄 50%鉄コーティング種子の苗立ち

東北農研大仙水田圃場(灰色低地土)において苗立ち試

験を行った。「べこあおば」催芽籾を用いて、カルパー

１倍重コーティング種子、鉄 100%および酸化鉄 50%乾

燥処理（40 ℃乾燥処理）、鉄 100%および酸化鉄 50%密

封処理（調整後密封）、酸化鉄 50%湿潤錆化処理（調整

後、加水して湿潤状態保持しながら錆化）を調整した。

カルパーは土中播種（約 5mm）、他は表面播種した。播

種後 17 日目の出芽率・生育量を調査した。

３ 試験結果及び考察

かさ高さ 4cm で充填した場合では、鉄 100%、酸化鉄

50%ともにコーティング直後に顕著に発熱したが、１日

後は酸化鉄 50%が鉄 100%より温度が低く推移した（図

１，２）。湿籾の場合では、調製直後に鉄 100%、酸化

鉄 30%ともに温度が約 70 ℃に達したが、酸化鉄 50%は

温度が約 45 ℃以下となり、加水後は 40 ℃以下で推移し

た。1cm で充填した場合は、いずれの処理区も顕著な温

度上昇は見られなかった。コーティングして 1 日乾燥後

に加水して集積した場合、鉄 100 ％、酸化鉄 50%いず

れも高く発熱し、鉄 100 ％が約 70 ℃に対し、酸化鉄 50%

は約 50 ℃ と低かった（図３）。さらに１日乾燥させて

集積した場合では、今回の試験条件において鉄 100 ％、

酸化鉄 50%ともに顕著な発熱は見られなかった。酸化

鉄 50%による完全な発熱リスク回避は難しいが、錆び

処理期間の温度低減効果が認められた。コーティング後

に密封した場合、密閉中はいずれの処理も発熱は抑制さ

れた。袋を開放した場合、鉄 100%は顕著に温度が上昇

し 65 ℃を超えたが、酸化鉄 50%は温度の上昇が緩やか

で 40 ℃をやや超える程度となり、酸化鉄の発熱抑制効

果が認めれた（図４）。圃場試験において、籾の水分含

量の低下した種子は発芽力が低下して苗立ち率も低かっ

たが、鉄 100%と酸化鉄 50%の差は無く、酸化鉄利用に

よる苗立ちへの悪影響は無いと判断された（表１，２）。



４ ま と め

鉄コーティング種子の発熱リスクの回避を目的に、酸

化鉄を等量混合した 50%鉄コーティング種子の発熱リ

スク低減の可能性、出芽への影響を調査した。この結果、

農業用鉄粉に酸化鉄を等量混合して鉄コーティング種子

を調整することにより、錆化処理期間の発熱、密封条件

から開放した時の発熱を低減できること、酸化鉄は出芽

へ影響の少ないことが示された。

図１．　鉄コーティング種子の温度推移（乾籾コーティング）
　　　　　（上段は４ｃｍの厚さでタッパに充填、下段は１ｃｍの厚さでタッパに充填）
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図２．　鉄コーティング種子の温度推移（湿籾をコーティング）
　　　　　（上段は４ｃｍの厚さでタッパに充填、下段は１ｃｍの厚さでタッパに充填）
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表１．鉄コーティング種子の水分、出芽率

水分含量 出芽率
（％） （％）

カルパー 23.2 90.7
鉄100%－乾燥 6.7 83.0
鉄50% －乾燥 7.6 84.7
鉄100%－湿潤密封 24.5 95.0
鉄50% －湿潤密封 25.2 94.0
鉄50% －湿潤錆化 19.7 92.0
注：出芽率はシャーレ内で30℃7日間培養で調査。

コーティング方法
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図３．　鉄コーティング種子を乾燥後に集積した場合の温度推移
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図４．　鉄コーティング種子を密封し、袋を開放した後の温度推移
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表２．鉄コーティング種子の苗立ち

苗立ち率 苗長 葉齢 乾物重
（％） （cm） （mg/苗）

無堆肥 カルパー 78.3 6.6 2.8 3.6
カルパー 78.3 6.6 2.8 3.6
鉄100%－乾燥 23.3 2.5 2.1 1.7
鉄50% －乾燥 22.7 2.8 2.3 2.0
鉄100%－湿潤密封 61.0 4.8 2.8 2.8
鉄50% －湿潤密封 61.3 5.0 2.9 3.1
鉄50% －湿潤錆化 51.7 4.5 2.9 3.0

(3.6t/10a) カルパー 63.3 7.1 2.6 3.8
鉄100%－乾燥 16.3 2.3 2.2 1.7
鉄50% －乾燥 18.0 2.5 2.3 2.4
鉄100%－湿潤密封 58.0 4.3 2.8 2.9
鉄50% －湿潤密封 69.7 4.7 2.9 3.3
鉄50% －湿潤錆化 66.3 4.8 2.9 2.9

コーティング方法圃場

注：播種日は5月11日、10日間落水後に湛水し播種後17日目に調査。家畜ふ

ん堆肥施用(3.6t/10a)、無施用圃場で、Ｎ6 gm
-2
、P2O5 、K2O 各8gm

-2
全量基

肥。100cm×30cmの範囲に100粒ずつ手で播種した。数値は３反復の平均値。

家畜ふん堆肥


